




活性化後にダストが増えているわけではないという
ことがわかる。 
次に、C50-ST707 の測定結果について報告する。

粗排気での排気/パージの繰り返しのデータを Fig. 
9(a)に示す。青丸で囲われている部分は、排気を始
める前の様子である。この段階でダストが観測され
た。他の NEG pump では排気前の段階では、ダスト
は観測されなかった。したがって、これは、他の
NEG pump とは違う特徴である。また、最初の排気
でダストは観測されたが、その後の繰り返しでは、
ほとんど観測されなかった。活性化時のデータを
Fig. 9(b)に示す。他の NEG pump は活性化後一定時
間が経過してからダストが増えていくが、C50-
ST707 は最初の勾配がきつく、その後緩やかになっ
ていく。活性化は圧力を見ながら、徐々に上げてい
き最終的に 2.1 A で数時間保持した。活性化直後の
データを Fig. 10(a)に示す。2 時間以上経過してもダ
ストが減る様子が見えなかった。最後に、粗排気開
始前のダストの観測が間違えでないかの確認のため
に、パージして NEG pump を取り外して、再度取付
を行って、排気もパージもしていない状況で、測定
を行った。測定データを Figure 10(b)に示す。大量
なダストが観測された。C50-ST707 については、活
性化時・直後の排気時においてもダストの上限が見
えなかった。また、排気前の段階では、大量なダス
トが出てくることがわかった。排気前の段階の大量
なダスト観測の原因については、ターボポンプの振
動等が考えられるが、確定はできていない。 

 
次に、CapaciTorr D400 の測定結果について報告

する。粗排気での排気とパージの繰り返しのデータ
を Fig. 11(a)に示す。パージの時はほとんど出てこな
いが、5 回目でも排気の時にダストが観測された。
活性化時のデータを Fig. 11(b)に示す。徐々に勾配
がきつくなっていることがわかる。活性化は圧力を
見ながら、徐々に上げていき最終的に 2.1 A で数時
間保持した。活性化直後のデータを Fig. 12(a)に示す。
橙の丸のところで急にダストが増えているのがわか
る。どの粒径でも見えているので欠片などが一気に
剥がれるようになっているのではないかと推察して
いる。これも熱膨張が原因ではないかと考えている。
活性化が終わった後に、再度粗排気での排気とパー
ジの繰り返しのデータをとったので、Fig. 12(b)に示
す。活性化前と比べて、3.0 μm 以下のダストが増
えていることがわかった。 

次に、CapaciTorr HV200 の測定結果について報告
する。粗排気での排気とパージの繰り返しのデータ
を Fig. 13(a)に示す。CapaciTorr HV200 は、購入時に
入ってきた缶を開けてそのまま取り付けた。ionized 
gun を用いてダストを飛ばすことは行っていない。
このデータからは、当たりまえであるが ionized gun
を用いてダストを飛ばしてから使用した方が良いと
いうことがわかった。ただ、3 回目以降の排気と
パージではダストは観測されなかった。活性化直後
の粗排気での排気とパージの繰り返しのデータを
Fig. 13(b)に示す。1 回目のパージの時にダストが観
測されたが、その後の排気とパージの繰り返しでは
全くダストは観測されなかった。活性化前の準備と

 

Figure 9: C50-ST707, the number of dust (a) repeating
both pumping and purging, (b) NEG pump activation. 

 
Figure 10: C50-ST707, the number of dust (a) after NEG
pump activation, (b) immediately after reinstall. 

Figure 11: CapaciTorr D400, the number of dust during 
(a) repeating both pumping and purging, (b) NEG pump 
activation. 

 

Figure 12: CapaciTorr D400, the number of dust (a) after 
NEG pump activation, (b) during repeating both pumping 
and purging after NEG pump activation. 



してガス出しを行ったときのデータについて説明す
る。電流を徐々に上げていき最終的に 3.0 A で行っ
た。Figure 14(a)に、圧力と温度のグラフを、Fig. 
14(b)に、ダストの数と温度のグラフを示す。ダスト
の数と温度に相関関係が確認できる。活性化時と活
性化直後のデータを Fig. 15(a)に示す。電流を徐々に
上げていき最終的に 4.5 A で 2 時間行った。この状
況ではほとんどダストは観測されなかった。しかし、
そのまま放置しておいた時に震度 1 程度の地震が
あったときにダストが観測された。そのデータを
Fig. 15(b)に示す。CapaciTorr HV200 では、ガス出し
を行ってしまえば、活性化時と活性化直後にはダス
トはほとんど出てこない。しかし、地震などで
CapaciTorr HV200 が振動してしまうとダストは出て
くることがわかった。 

4. まとめ 

測定では、NEG pump の種類で観測されるダスト
の数が違うことがわかった。また、ダストが出てき
やすい時期もわかった。Figure 16 と 17 に、活性化
中のダストの数と、活性化直後の排気時のダストの
数を棒グラフにしたものを示す。CapaciTorr HV200
については、ガス出しと活性化を別で行ったので、
両方のデータを記述した。システムが違うこと、活
性化時間が異なるという条件があるが、傾向は見る
ことができる。今後さらに定量的に調べる必要があ
るが、ZAO をベースにした CapaciTorr HV200 は活
性化中、活性化直後の排気時も他のタイプの NEG 
pump に比べて、ダストの量が極端に少ない傾向が
見えた。 

 

Figure 13: CapaciTorr HV200, the number of dust (a) 
during repeating both pumping and purging, (b) during
repeating both pumping and purging after activation.  

Figure 14: CapaciTorr HV200, (a) pressure and
temperature during NEG pump degassing, (b) the number
of dust and temperature during NEG pump degassing. 

Figure 15: CapaciTorr HV200, the number of dust during 
(a) NEG pump activation, (b) earth quake. 

 

Figure 16: The number of particle of each NEG pump 
every 1000 second during activation. 

Figure 17: The number of particle of each NEG pump 
every 1000 second after activation. 
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